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This paper describes interference problem estimation for intra-body communication for a secure gate system 
by measurements using human bodies and card devices. We developed the secure gate system including 
intra-body devices, and measured wrong authentication by using human bodies with card devices. It was found 
that wrong authentication caused by interference problem did not occur when the distance between human 
bodies was more than 900 mm. We proposed a new secure gate based on position sensors for solving wrong 
authentication. 














































ばれている.図 1 は送信機所持者 HB2 の近くに別の人間
HB1 が接近した時の電界モデルを示している.この場
合,HB1がリターンパスの一部となり,送信機からの信号






























極を踏んだ時にカードデバイス 1 からの ID データが認
証され,その後,HB2がフロア電極を踏んだ時にカードデ
バイス 2 からの ID データが認証される.しかし,干渉問
題が発生すると,図 3 に示すように,HB1 がフロア電極を
踏んだ時にカードデバイス 2 からの ID データが認証さ
れたり,HB2 がフロア電極を踏んだ時にカードデバイス






















































ドデバイス 2 を所持した HB2 が徐々に HB1 に向けて接
近する.人体間距離 D は 1000 mm から 600 mm とし,カー
ドデバイス 2 と HB2 間の発泡スチロールの厚み T は









図 5 静止状態での測定方法 
 
 静止状態での測定結果を図 6 に示す.T が 10 mm の時
は D が 890 mm,T が 50 mm の時は D が 870 mm,T が 100 























での測定方法を図 7 に示す.HB1 と HB2 がそれぞれカー
ドデバイスを装着させて,同時に歩行して測定を行
う.HB1 と HB2 はゲート通過の際に,それぞれがフロア
電極を踏む.歩行速度は 1 m/s で歩幅は 600 mm とする.
測定回数は 30 回ずつ行う.また,HB1 と HB2 の条件を揃
えるために,靴を脱ぎ,腕を振らずに測定を行う.人体間
距離 D は 600 mm から 1000 mm とし,100 mm 刻みで変更
する.また,静止状態において発泡スチロールの厚み T が














図 7 歩行状態での測定方法 
 表 1 に歩行測定におけるカードデバイスの装置位置と
HBの関係性を示す.例として,表中のBFについて説明す
る.アルファベットの左側が HB1,右側が HB2 における
カードデバイスの状態を表わしており,B は背面で F は
前面を示す.つまり,コンディションBFは,カードデバイ
ス 1 が HB1 の背面に,カードデバイス 2 が HB2 の前面に
装着されているという意味になる.コンディションは表
中でも示すように全部で 4 種類となる. 
 













 図 8 に認証パターンについて示す.HB1 と HB2 がフロ
ア電極を踏んでゲートを通過した時の認証について Amn
を用いて表現する.m は HB 番号を,n はカードデバイス
番号を示す.A11 は HB1 がフロア電極を踏んだ時にカー
ドデバイス 1 の ID データが認証された,という意味にな



















(m, n = 1, 2)
 
図 8 認証パターン 
 
 歩行状態での測定結果について述べる.本測定は D が
900 mmと 1000 mmにおいても実施したが,すべてのコン






















































 以上の測定を踏まえて,コンディション BF におい
て,D と T を変化させながら干渉問題が発生しないシチ
ュエーションを調査した.表 3 にコンディション BF にお
ける D = 800 時の測定結果を示す.表 2 では,D が 800 mm
の時において干渉問題は発生しなかったが,T を変化さ
せることによって干渉問題が発生することがわかった.
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